
は じ め に　●　i

この教科書の目的

《経済学は難しい⁉》　この教科書は，ミクロ経済学の最初の一歩をわかりやすく

説明することを目指して作りました。「これだけ読めばミクロ経済学のすべて

がわかる！」といった百科事典のような本ではなく，本格的なミクロ経済学の

教科書を読み始めるよりも前に，とりあえず目を通しておくとその後の勉強が楽

になるような，気軽に読める一冊にしたいと思って書いた本です。

　経済学は，とても面白いし，実際に役に立つ学問です。しかし，学ぶのが難

しいと感じる人が多い学問でもあります。

　なぜ多くの人が「経済学は難しい」と感じるのでしょうか？ どうすればも

っと簡単に理解できるのでしょうか？

　経済学が難しいことの理由はいくつか考えられます。これまでに経済学を勉

強したことがある学生に「なぜ難しいと感じたのかな？」と聞いてみたところ，

　 ● 数式や図を使うから

　 ● 教員の教え方が悪いから

　 ● 教科書が難しいから

といった予想したとおりの答えが返ってきました。そこで本書では，これらの

問題にできるだけ対処することにしました。

《数式は最低限だけ》　まずは数学を使うという点が大きいようですね。微分や積

分の式などが出てくると「もう無理！」という人もおそらくいるでしょう。そ

こで，この教科書では，簡単な計算以外は使わないことにしました。「足す・引

く・掛ける・割る」という四則演算と，図形の面積を求める以外の計算は登場

しません。その代わりに，図をたくさん使って説明します。

《一人でも読み進められるように》　次に大学教員の教え方が悪いという理由につ

いてです。もちろん教え方が上手な先生も多いはずですが，なぜあまり上手で
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はない先生がいるのでしょうか？

　もしかしたら，大学の教員になるような人は，経済学的な考え方を最初から

容易に理解できる人だったということがその理由なのかもしれません。自分に

とっては簡単だったので，困っている学生がいても，なぜわからないのか，ま

たどこでわからなくなるのかがわからない，そんな可能性もあります。

　そこでこの教科書では，とりあえずは皆さんが一人でも勉強できるように，
基礎中の基礎のところをできるだけ細かく説明することにしました。この教科書

の内容を理解した上で先生の話をもう一度聞くと，「なんだ，そういうことだ

ったのか！」と感じるはずです。

《引っかかりやすい点を丁寧に》　それでは教科書が難しいのはなぜでしょうか？

それは，多くの教科書の説明が丁寧ではないことが理由だと私は考えています。

これはページ数の制約などもあって，仕方がない面もあるのですが，話の前提

となっていることをあまり詳細に書いていない教科書も多いのです。

　そこでこの教科書では，扱う内容をかなり限定してしまう代わりに，できる

だけ説明を省かずにわかりやすく記述することを心がけました。特に，経済学を

はじめて勉強する人が引っかかりやすいポイントについては注意して解説して

います。

《最初の一歩のお手伝い》　この教科書では，ミクロ経済学を最初に学ぶ上で最低

限必要となる内容に限定して説明をしています。例えば，リンゴとミカンとい

う複数の商品があるときに，お客さんがどちらを買うのか，または両方をバラ

ンスよく買うのかといった問題は，普通の教科書では当たり前のように登場す

るのですが，本書では少ししか扱いません。複数の商品が出てくると話の本質

がわかりにくくなるので，特定の商品（例えばリンゴ）の売買だけに注目して，

その商品の売り手と買い手の関係についてのみ考えていきます。

　ミクロ経済学を学ぶ上で，この一冊は，あくまで足掛かりに過ぎません。入

門編である本書に続いて，初級・中級レベルの教科書を使ってミクロ経済学を

さらに深く学ぶことをお勧めします。それにより，その先にある多彩な応用分

野についても容易に理解できるようになるはずです。
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　本書を通じて，皆さんが経済学を学ぶ最初の一歩のお手伝いができれば，私

もとても嬉しいです。それでは一緒に勉強しましょう！

この教科書を作成するにあたって

　この教科書は，私が政策研究大学院大学で 2009 年度から担当している「政

策分析のためのミクロ経済学 I・II」の講義資料をもとに，大幅に加筆修正す

るかたちで作成しました。もちろん大学院での講義では，90 分間の講義を全

部で 30 回実施することから，より多くのトピックを扱いますが，本書はその

最初の部分をまとめたものです。

　この教科書を作成するにあたり，政策研究大学院大学と東北大学公共政策大

学院の学生の皆さんから受けた質問やコメントは，大変参考になりました。ま

たこの教科書の草稿を，東京大学の尾山大輔さん，大阪市立大学の北原稔さん，

小樽商科大学の中島大輔さんに，忙しい時間を割いて目を通していただき，改

善すべき点を数多く指摘してもらいました。そして有斐閣の担当編集者である

渡部一樹さんと尾崎大輔さんには，多方面にわたる的確なアドバイスをいただ

きました。ここに記して感謝します。

　　　2013 年 11 月

　安 藤 至 大　
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交換の利益を最大限に実現させる方法を考える！
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第1章

　この章では，ミクロ経済学の基本的な考え方を紹介します。まず，
物の価格と価値とは同じではないことを確認します。そして，自分の
物と他人の物とを（両者が合意の上で）交換するとき，それにより両
者ともに満足度が増えること，つまり交換の利益が生まれるというこ
とを理解しましょう。
　続いて，ミクロ経済学の目的とは何かを説明します。それは交換の
利益を最大限に実現させることです。ミクロ経済学では，この目的を
達成するためには，市場における人々の自発的な取引と政府による取
引への規制・介入との間で，どのような役割分担をすればよいのかを
考えていきます。

I N T R O D U C T I O N

ミクロ経済学とは？
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1�　価格と価値の違い

価格とは？

　これからミクロ経済学について一緒に学んでいきましょう。まず，物の価格

と価値とは同じではないことについて確認するところから始めます。「そんなの

当たり前だ！」と思う人がいるかもしれません。しかし，実はこのことをきち

んと理解するのが最初の一歩としてはとても重要なのです。

　①のイラストを見てください。この自動販売機では，缶コーヒーやウーロン

茶などさまざまな飲み物が 120 円で販売されています。このとき例えば缶コー

ヒーを手に入れたければ，私たちは 120 円を支払う必要があります。この 120

円というのが価格です。

　なお売買を行う際に，買い手が支払う金額のことを指す言葉としては，価格

だけでなく，値段や代金などといった別の表現もあります。しかし，これらは

同じ意味だと考えて，この教科書では価格という表現を使うことにします。

価格と価値は違う

　この自動販売機で売っている缶飲料の

価格はどれでも 120 円です。ところで皆

さんは，のどが乾いているとしたらどの

商品が欲しいですか？

　ここで大事なのは，価格が同じだから

といってどれでもよいわけではないとい

う点です。それは人には好みがあるから

です。例えば，缶コーヒーは苦手ですが，

ウーロン茶ならば飲みたいという人がい

るかもしれません。また同じ缶コーヒー

でも，無糖の商品でなければイヤだとい

う人もいるでしょう。 ①自動販売機
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　この例からわかるのは，複数の商品の価格が同じでも，消費者（＝物やサービ

スなどの最終的な買い手であり，実際に使って楽しむ人のこと）にとっての価値は同

じではないということです。「コーヒーでもウーロン茶でも，どちらでもよい」

といったように，たまたま一致することがあるかもしれませんが，そんな偶然

はなかなか起こりません。

　価格と価値とは同じではないということを考えるとき，他にもさまざまな例

を挙げることができます。ゲームソフトを買うときに，価格が同じならばどの

ソフトでもよいわけではありません。また，のどが渇いているときにコンビニ

に入ったとします。このときペットボトルのお茶と鮭のオニギリが仮に同じ

150 円だったとしても，その価値は違うはずです。

価値とは？

　それでは価値という言葉が何を指しているのかについて，もう少し丁寧に考

えてみましょう。②のイラストを見てください。とても美味しそうなステーキ

が描かれています。あなたなら，このステーキにいくらまで支払えますか？

　その金額は人によって違うはずです。「1000 円までなら支払ってもよいが，

1000 円を超えたら高すぎる」という人もいるでしょうし，「これなら 2000 円

くらい支払ってもよい」と考える人もいるでしょう。

　経済学では，物の価値とは，その物に対して現時点で支払ってもよいと考える

上限の金額であると考えます。これを支払意思額といったりもします。

　先ほど説明したように，物の価値とは，その物を実際に購入する際に支払う

②美味しそうなステーキ
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金額である価格とは違います。そして，物の価値は人によっても異なりますし，

同じ人でも時と場合によって変わるのです。

　例えば，世の中には，ステーキが大好きな人もいれば苦手だという人もいま

す。また，いくらステーキが好きな人でも，3 日間連続でステーキを食べたら，

次の日は「もう飽きたし，食べたくない」と思うでしょう。このとき初日に支

払ってもよいと考えた上限の金額よりも低い金額しか支払いたいとは思わない

はずです。そして，体調が悪いときにも，高い代金を支払ってステーキを食べ

たいとは思わないでしょう。消化によいお粥などを選ぶのではないでしょうか。

　また同じ物を一つではなくいくつか買うことを考えたとき，1 個目と 2 個目

では価値が異なるでしょう。例えば，お腹が空いているときにステーキを食べ

ることを考えても，1 枚目のほうが 2 枚目よりも価値が高いと思われます。

　さて，私たちが対価を払って手に入れようとするのは，目に見えて手に取れ

る品物だけではありません。さまざまなサービスや知識・アイデアなども取引

の対象になります。例えば缶コーヒーは品物ですが，美容院で髪を切ってもら

うのはサービスです。またレストランでは，食べ物とサービスの両方が提供さ

れます。そこで取引の対象となるものを総称して，財・サービスと呼ぶことに

します。

2�　財・サービスを買う

なぜその財を買うのか？

　前節では，価格と価値の違いを説明する際に，自動販売機で売られている缶

飲料の例を用いました。さて私がこの自動販売機で無糖の缶コーヒーを買った

□ 　��価格と価値は同じではありません。価格とは，売買の際に買い手が売り手に対
して支払う金額のことであり，価値とは，注目している財・サービスに対して，
その消費者が現時点で支払ってもよいと考える上限の金額のことです。

□ 　��財・サービスの価値は，人によっても，また同じ人でも時と場合によって変わ
ります。

1

2

C H E C K P O I N T
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とします。なぜ買ったのでしょうか？「欲しかったから」とか「のどが渇いて

いたから」といった答えでも間違いではないのですが，ここでは価格と価値の

違いに注目して考えてみてください。また，なぜ他の飲み物ではなく缶コーヒ

ーを買ったのかという点についても，同様に考えてみましょう。

　まず私が 120 円を支払って缶コーヒーを買ったということは，120 円と缶コ

ーヒーを交換したということです（イラスト③）。そして，誰からも強制されて

いないし騙されてもいないのであれば，この交換をしたのは，そうしたほうが

私にとって得だったからだと考えることができます。

　理解を容易にするために，別の例から先に考えてみましょう。例えば，「私

の 500 円玉 1 枚とあなたの 1000 円札 1 枚を交換してください」と私がお願い

したら，あなたはどうしますか？ 普通なら拒否しますよね。「変な奴がいる

ぞ」と思って警察に通報するかもしれません（笑）。

　これとは逆に，私の 1000 円札とあなたの 500 円玉を交換してくださいと持

ちかけたら，多くの人が交換してくれるはずです。それは，あなたにとって交

換する前よりも後のほうがお金が増えてうれしいからです。

　120 円と缶コーヒーの交換もこれに似ています。なぜ交換をするのかといえ

③コーヒーと 120円の交換
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ば，交換する前よりも満足度が増えるからです。

　ここでカギとなるのが，先に学んだ価格と価値の違いです。例えば，私が気

分転換のために缶コーヒーを 1 本だけ買おうとしているとき，明確に意識して

いるかどうかは別にして，例えば 150 円までといったように，支払ってもよい

上限の金額があるはずです。そしてその上限の金額が，缶コーヒーの価格であ

る 120 円よりも高いからこそ望んで交換しようとするのです。

なぜ他の財ではなく，缶コーヒーを買ったのか？

　それでは，ウーロン茶などの他の飲み物ではなく，なぜ缶コーヒーを買った

のかについても考えてみましょう。話を簡単にするために，私にとっての選択

肢は，缶コーヒーを買うか，ウーロン茶を買うか，そしてどちらも買わないか

の三つだとします。

　なぜ私は缶コーヒーを買うことを選んだのでしょうか？ それは，例えば缶

コーヒーの価値は 150 円相当であるのに対してウーロン茶の価値が 130 円相当

だったというように，コーヒーのほうがウーロン茶よりも私にとっての価値が

高かったからです。そしてコーヒーの価値である 150 円が 120 円という価格よ

りも高いことも必要です。つまり私にとって，缶コーヒーとウーロン茶と 120

円の価値は，④のイラストの上側のような関係になります。

　では残念なことに缶コーヒーが売り切れだったとしたら，どうするでしょう

④満足度の大小関係
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か？ このときはウーロン茶を買います。ウーロン茶を買ったとしても，その

価格（120 円）よりも私にとっての価値（130 円相当）が高いので交換によって

得をするからです。

　せっかくですので別のケースも考えておきましょう。例えば缶コーヒーの価

値は，私にとって上の例と同じく 150 円相当ですが，ウーロン茶の価値は

（130 円相当ではなく）110 円相当だったとしましょう。このとき私は缶コーヒ

ーならば買いたいわけですが，缶コーヒーが売り切れていたとしたらウーロン

茶は買いません。満足度の大小は④のイラストの下側のような関係になってい

るため，買ったら損をするからです。

3�　合意に基づく交換

売り手の視点から見ると？

　前節では，私が缶コーヒーを買うのは，価格を価値が上回るときだと説明し

ました。それでは買い手側のことだけでなく売り手側についても考えてみまし

ょう。この自動販売機では，なぜ 120 円という価格で缶コーヒーが販売されて

いるのでしょうか？

　それは売り手にとっても，缶コーヒーと 120円を交換することで得できるから

です。まず自動販売機では，売り手が一方的に価格を決めます。そして売り手

が設定した価格が 120 円だということは，見切り品である等の特別の事情がな

い限り，その仕入れ値は 120 円よりも安いはずです。例えば仕入れ値が 1 本

80 円だったとすると，缶コーヒーが 1 本売れるたびに，売り手は 120 円から

80 円を引いた差額である 40 円の儲けを手に入れることになります。

　ここで「価格を 120 円ではなく，例えば，150 円にすれば，もっと儲けが大

□　��消費者が財・サービスを買うのは，価格よりも価値が高い場合です。
□ 　��ある財・サービスを消費者が買わなかった場合には，価格よりも価値が低かっ

たからだと考えることができます。

1
2

C H E C K P O I N T
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